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南岸低気 圧 に 伴 う温 暖前線前面 の 降雪粒 子 の 特徴
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1 ．は じめに

　 2014 年 2 月、関東 甲信 地 方 は い わ ゆ る南 岸 低 気 圧 に

よる 大 雪に 見 舞わ れ 多 く の 被害 を 受 けた 、こ の 大 望」、二は

2 月 8 日及 び 同 14 日 前 後 の 2 回 の 南岸 低気 圧 の 接 近 が

k7　fJ．し て い る 。 特 に後 者 に よ っ て 記録 的 な大 一iが もた ら

され た地 域 が あ っ た 。
こ こ で は 、こ の 両低 気 圧 の 温 暖前

線前面に あ た る長岡市及 び新潟市で の 降雪粒子 の 観測

か らそ の 共 通 す る 特徴 を 見 る こ と に す る n

2 ．観測内容

　 観 測 は長 岡 の 防 災 科研 （雪 氷 ）に お い て 連 続 的 な 降 雪

の 粒 溢・落 下 速度 、落 下 後 の 降 雪 の 連 続 的 な マ ク ロ 撮 影 、

時 々 の 顕微鏡写 真撮影、及 び レ ーダー一
（X−POL ）観測 を

行っ た。また 、新潟 で は降雪粒 子 の マ ク ロ 撮影 と合わせ

て粒 子 の 分 類 （Klkuchi　et　aL ，2e13）を 実施 した。
3 ．結 果 と考 察

　 図 1 は 観 測 され た 代 表 的 な 降 雪 粒 子 の 顕 微 鏡 写 真 で

あ る 〔右 上 は 新 潟 で の 結 晶 写 宀：）。角 柱、角 板、砲 弾、

そ れ らの 結 合 した もの か らな る 雪 片 で あ り、雲 粒 は きわ

め て 少 な い。図 2 は 二 つ の 低 気 圧 で もた ら され た 降 雪粒

子 の 降水量で 重み 付け した粒径 ・落下 速度（CMF）の 5 分

問 毎 の 分布 で あ る （Ishizaka　et 　a1 ．，2013）。両 ケース

と もcMF は Leeatelliand 　Hobbs （1974）の aggregu しes 　oC

unrimed 　assemblages 　of 　plates ，　side 　planes ，　 bullets，

and 　columns の 関係 式 周 辺 に 分 布 し、図 1 の 写真で 示 し

た 種類 の 粒 丁
一
が 支配 的で あ る こ と が わ か る。ま た 、新潟

で の 結 晶 分類 で も、8 日に は CP4、　 P4、　Pl、　C4、　 CP2、　C3

な ど、14 日に は CP4、　 C4、　 C3、　CP2、　 C1 な どの 結晶 が 記

録 され 、本 降雪 が一20℃ よ り低 温 で 成 長 す る タ イ プ の 結

品 を 多 く含む と い う特 徴 を 持つ こ と が わ か っ た 。

　
一方、レ ーダー

の RHI 反 射 強度 か ら 推 定 され た 雲 頂 は 、

両 ケ
ー

ス と も
一般 的 な 冬 型 の 降雪時 よ り遥 か に 高 く 、

5km 以 上 、時 に は 8km を 超 え た （高 田 σ）気 象庁 ウィ ン ド

プロ フ ァ イ ラ
ー

の エ コ
ー

高度 も同様 の 傾 向）。レ
ー

ダ
ー

エ コ ーは 低 煮 圧 の 中心 がお よそ 100Qkm 離 れ て い る 時点

か ら上 空 （約 5km）に 現れ、次第に 下 層 に も出 現 す る よ

うに な っ た、t 図 3 は 長 岡 上 空 の 気 温 、湿 度の 気 象庁 MSM

の 解 析 で あ る が、湿 度 の 高 い 領 域 が まず 上 空 に 現れ 、次

第 に 下層に 広 が っ た こ とが わ か る。14 日長岡で は 弱 い

降雪 が ／2 時 過 ぎ か ら観 測 され 始 め た。上空 5km 以 上

（500hPa）付近 で は
一20℃ 以 下で あ る の で 、観測され た

降雪粒 子 は こ の 高い 高度 で 牛 成 され た もの が 地上 に 達

した と考 え ら れ る。そ れ らに は雲 粒 付 着 が な く、主な生

成過 程 が 昇華凝結成長で あ る 点 で 温 暖前 線 前 面 の 降 雪

粒 子 の 特 徴 を具 え て い た （Murakami 飢 a1 ．，1992）。

4 ．関東甲信の 雪

　 い くつ か の 現象 が新潟 と 同様 の 雪 が 関 東 甲信 に も も

至

婁
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図 2　 2 月 8 冂 （左 ） と 2 月 14、15 日

ナ ら され た こ と を 示

唆 し て い る。一
つ は

結 合力 の 弱 い 雪 に よ

る 雪 崩 の 多発、も う

・
つ は 「雪 が 青 い 」

とい う報 告 で あ る。
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（右〕 の CMF （5 分 間 ）、

図 3　長 岡 上 空 の 相対 湿 度 と気温 の 時

間推 移 ，灰 色 は 湿 度 90％以 上 （気 象庁

MSM ；京大 ア ーカ イ ブ か ら），

角板など無垢 の 結晶か らなる雪 に符合す る。た だ、甲府

の 人 箸 な どの 量 的 な 闘題 は 、こ こ で 取 り上 げた 上 層 の 降

雪 に 加 え 下 層 で の 水 蒸 気 の 供 給 な ど を 合 わせ て 考 え る

必 要 が あ る だ ろ う．

4 ．ま と め

　 固 体 降 水 は形 に そ の 履 歴 が残 る （ 「雪 は 天 か らの 手

紙 」 ）． 今 回 の 二 つ の 低 気 圧 に よ る降 雪は、温 暖 前 線前

面 の 降雪粒子 に 共 通す る 特徴の
一端 を示 した と言え る。
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